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さらに 

 RT 
 PR 

= 𝑓𝑓�(𝑥𝑥),  PR = ∆𝑥𝑥，QR = ∆𝑦𝑦 

であるから 

RT = 𝑓𝑓�(𝑥𝑥)∆𝑥𝑥 

であり，定理における 𝜊𝜊(∆𝑥𝑥)  の絶対値は QT  によって表される．  

 なお，グラフが 𝑥𝑥 軸に垂直な接線をもつ場合がある．これは 

lim
∆�→�

 𝑓𝑓(𝑥𝑥 + ∆𝑥𝑥) − 𝑓𝑓(𝑥𝑥) 
∆𝑥𝑥

= +∞  (または − ∞) 

となる場合である． 

 

参参考考文文献献  
1)矢野健太郎、石原繫 編「微分積分（改訂版）」裳華房，1991 

2)三村征雄「微分積分学I」岩波全書,1970 

3)水野克彦 編「基礎課程 解析学」学術図書，1966 

 

東海大学情報通信学部紀要委員会

Chairman	 Makoto IMAMURA
Member	 Naoki MORITA
	 Hiroki KURASHIGE
	 Katsunobu NISHIMURA

	

EDITORIAL COMMITTEE OF PROCEEDINGS OF
THE SCHOOL OF INFORMATION
AND TELECOMMUNICATION

ENGINEERING
TOKAI UNIVERSITY

委 員 長　　今　村　　　誠
委　　員　　森　田　直　樹
　　　　　　倉　重　宏　樹
　　　　　　西　村　克　信
　　　　　　　　　　　　　

本紀要の論文は，情報通信学部紀要委員会で
査読・審査を受け，掲載可と判定された原著
論文である．

東　海　大　学　紀　要　　情報通信学部
Vol.　17　2024
2025年 3 月31日　発　行
発行所　東海大学情報通信学部
　　　　〒108-8619　東京都港区高輪2-3-23
　　　　tel　03-3441-1171

（港北メディアサービス株式会社）


